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近
代
看
護
婦
発
祥
百
年
記
念

の

年

を

迎

え

て

本
年
は
、
日
本
に
近
代
的
看
護
婦
た

ち
が
誕
生
し
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
百
年

目
に
あ
た
り
ま
す
。
近
代
的
看
護
婦
と

い
う
場
合
、
何
を
も
っ
て
近
代
的
と
す

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
見
解
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
は
、
従
来
の
看
護
史
で
は
明

治
初
年
の
戊
辰
戦
争
当
時
に
使
わ
れ
た

「
雇
女
」
　
を
日
本
の
看
護
婦
の
起
源
と

し
て
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
西
洋

式
の
看
護
教
育
が
開
始
さ
れ
た
と
き
を

そ
の
起
点
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す

し
、
看
護
制
度
が
確
立
さ
れ
た
一
九
一

六
　
（
大
正
四
）
　
年
を
採
用
す
る
考
え
方

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
と
し
て
は
、
近

代
的
看
護
教
育
と
は
、
意
図
的
・
組
織

亀
山
美
知
子

的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
捉
え
、
こ

れ
に
該
当
す
る
教
育
を
受
け
て
誕
生
し

た
看
護
婦
を
近
代
的
と
見
倣
す
と
い
う

立
場
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

一
八
八
八
年
に
は
、
二
月
一
日
に
有

者
共
立
東
京
病
院
看
護
婦
教
育
所
、
六

月
二
十
五
日
に
京
都
宕
病
婦
学
校
、
お

よ
び
十
月
二
十
六
日
に
桜
井
女
学
校
看

護
婦
学
校
、
帝
大
医
科
大
学
附
属
医
院

宕
病
婦
講
習
料
が
、
そ
れ
ぞ
れ
看
護
教

育
課
程
を
修
了
し
、
合
計
約
四
十
名
の

近
代
的
看
護
婦
を
社
会
へ
送
り
出
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
看
護
婦
教
育
は
、
い
ず
れ

も
何
ら
か
の
か
た
ち
で
キ
リ
ス
ト
教

（
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
）
　
と
の
関
係
を
有

し
て
い
る
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア

メ
リ
カ
の
女
性
た
ち
が
直
接
的
な
指
導

に
か
か
わ
っ
た
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
誕
生
し
た
看
護
婦
た
ち
の
多

く
は
、
明
治
十
年
代
の
い
わ
ゆ
る
日
本

に
お
け
る
女
権
思
想
の
影
響
を
直
接
・

間
接
的
に
受
け
て
お
り
、
精
神
的
・
社

会
的
自
立
を
目
指
し
て
看
護
婦
と
い
う

職
業
を
選
ん
だ
よ
う
で
す
。
前
述
の
教

育
基
盤
と
と
も
に
、
こ
の
こ
と
は
近
代

的
看
護
婦
た
ち
の
精
神
的
土
壁
と
し
て

根
付
き
、
彼
女
た
ち
は
、
単
に
医
療
界

の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
社
会

に
対
し
て
も
そ
の
視
線
を
向
け
、
活
動

の
場
を
求
め
ま
し
た
。

一
八
八
八
年
十
月
、
桜
井
女
学
校

の
看
護
学
校
の
卒
業
を
祝
っ
て

『
植
村
正
久
と
其
の
時
代
巻
5
』

と
こ
ろ
で
、
近
代
的
看
護
婦
、
訓
練

看
護
婦
（
t
r
a
i
n
d
 
n
u
r
s
e
）
と
い
う
呼
び

方
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
従
来
看
護
婦

（
す
で
に
看
護
業
を
営
ん
で
い
た
女
性
）

の
扱
い
の
如
何
が
差
別
的
で
あ
る
と
い

う
見
解
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
一
、
当
時
の
日
本
で
は
社
会
通

年
上
女
性
が
職
業
を
も
っ
て
自
立
す
る

こ
と
自
体
が
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
た
め
、
女
性
が
職
業
的
訓
練
、

教
育
を
受
け
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
準
備

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
二
、
明
治
十
年

前
後
よ
り
、
一
部
の
医
師
を
含
む
有
識

者
に
よ
っ
て
看
護
人
と
い
う
職
業
が
紹

介
さ
れ
、
そ
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
は

じ
め
た
が
、
大
方
は
看
護
人
の
存
在
や

意
義
に
つ
い
て
は
知
識
を
も
た
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
看
護
業
に
就
く
著
、

雇
用
す
る
老
双
方
に
つ
い
て
も
い
え
、

職
業
的
使
命
は
じ
め
、
業
務
内
容
な
ど

へ
の
検
討
も
十
分
な
さ
れ
た
と
は
見
供

し
難
い
。
三
、
順
天
堂
医
院
な
ど
で
短

期
間
の
看
護
婦
訓
練
が
な
さ
れ
た
と
さ

れ
る
が
、
こ
の
具
体
的
内
容
等
に
つ
い

て
の
資
料
の
発
掘
が
不
十
分
な
た
め
、

歴
史
的
評
価
が
困
難
で
あ
る
。
四
、
看

護
婦
と
い
う
職
業
は
、
従
来
の
日
本
的

土
壌
の
中
か
ら
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
す
で
に
西
欧
社
会
で
女
性
特
有

の
職
業
と
し
て
確
立
さ
れ
た
か
た
ち
で

輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
と

（
4
頁
上
段
へ
）
続
く
）

爛　1　－



第2号1988年3月10日　　　　　　　　日本看護歴史学会会報

分
科
会
活
動
に
つ
い
て

分
科
会
翌
ヨ
高
橋
み
や
子

分
科
会
活
動
の
趣
旨
は
、
会
員
が
自

分
と
共
通
の
関
心
分
野
の
人
々
と
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
相
互
に
啓
発
し
、
継

続
的
に
学
習
や
研
究
内
容
を
深
め
て
行

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

分
科
会
活
動
の
方
針
と
趣
旨
を
具
体

化
し
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
会
員
は
自
分
の
関
心
分
野
の
分
科

．．一二　一▲

会
に
主
体
的
に
参
加
し
、
継
続
的
に

学
習
や
研
究
を
行
う
。

、
大
会
は
、
研
究
報
告
、
研
究
発
表

を
行
い
、
幅
広
い
意
見
交
換
や
、
交

流
を
ほ
か
る
場
と
す
る
。

ヽ

分
科
会
の
構
成
人
員
は
問
わ
ず
、

一
人
一
分
科
会
も
成
立
し
う
る
。

二・一亡

、
各
分
科
会
の
代
表
者
は
、
そ
の
会

の
メ
ソ
バ
ー
の
互
選
に
よ
り
選
出
さ

れ
る
。

本
会
は
、
分
科
会
の
設
立
を
促
し
、

研
究
者
や
研
究
資
料
等
を
紹
介
し
、
ま

た
活
動
状
況
を
会
報
に
よ
り
他
の
会
員

に
知
ら
せ
る
な
ど
、
分
科
会
活
動
を
側

面
か
ら
支
援
し
ま
す
。

分
科
会
名
簿

会
員
相
互
の
交
流
を
活
発
に
す
る
た

め
に
、
入
会
時
の
関
心
分
野
　
（
複
数
記

載
）
　
を
参
考
に
し
て
関
心
分
野
別
の
名

簿
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
御
活
用
下
さ

ヽ

　

0

名
簿
は
、
あ
く
ま
で
も
流
動
的
な
も

の
で
す
。
今
後
、
自
分
の
関
心
分
野
が

明
確
に
な
っ
た
方
、
あ
る
い
は
変
更
な

さ
る
方
は
分
科
会
担
当
（
高
橋
）
　
ま
で

御
連
絡
下
さ
い
。

1
　
文
学
・
映
像
に
見
る
看
護
‥
伊
賀

童
子
、
西
村
サ
エ
子
、
山
本
も
と
子
、

西
片
久
美
子
、
阿
部
美
津
子
、
高
田

節
子
、
五
十
嵐
　
節
、
平
井
虞
由
美

吉
崎
弘
之
、
関
口
久
美
子
、
西
川
み

ど
り
、
小
山
千
加
代
、
村
上
カ
ツ
ミ

2
　
生
活
文
化
と
看
護
‥
山
本
京
子
、

氏
家
幸
子
、
洲
脇
絢
子
、
難
波
茂
美
、

渡
山
恵
子
、
都
築
　
公
、
能
瀬
敬
子
、

山
本
捷
子
、
久
米
栄
代
、
小
野
清
美
、

祖
父
江
育
子
、
泊
　
祐
子
、
富
里
和

子
、
亀
山
美
知
子
、
長
谷
川
ト
ミ
エ

3
　
女
性
史
‥
官
里
和
子
、
高
嶋
妙
子
、

松
本
信
一
、
川
中
絢
子
、
書
崎
弘
之
、

岸
本
郁
美
、
武
藤
勝
治
、
瀬
戸
口
要

子
、
秋
山
　
智
、
村
上
カ
ツ
ミ
、
船

越
文
代

4
　
宗
教
と
看
護
‥
増
本
書
枝
、
青
木

嘉
明
、
亀
山
美
知
子
、
吉
崎
弘
之
、

宮
田
茂
子
、
細
見
ま
ち
子
、
久
米
栄

代
、
村
山
惟
子

5
　
看
護
思
想
史
‥
大
平
政
子
、
青
木

嘉
明
、
田
中
幸
子
、
依
田
和
美
、
岡

山
寧
子
、
高
橋
み
や
子

6
近
代
看
護
史
‥
近
藤
麻
理
、
本
田

五
女
、
村
木
郷
子
、
高
岡
ス
、
、
、
子
、

青
木
嘉
明
、
村
上
章
、
石
田
純
朗
、

徳
田
千
恵
子
、
上
野
ミ
ユ
キ
、
鵜
沢

陽
子
、
宮
田
茂
子

7
ナ
イ
チ
ソ
ゲ
ー
ル
‥
佐
藤
雅
美
、

三
村
公
子
、
西
川
み
ど
り
、
藤
森
美

枝
子

8
日
赤
の
看
護
‥
吾
川
龍
子
、
錦
織

由
紀
子
、
山
本
捷
子
、
松
本
信
一

9
現
代
看
護
史
‥
山
崎
雅
代
、
鵜
沢

陽
子
、
武
藤
美
知
、
古
崎
す
み
え
、

岡
崎
コ
ナ
ヲ

10
看
護
制
度
史
‥
山
本
捷
子
、
木
村

秀
昭
、
五
十
嵐
節
、
西
片
久
美
子

朝
倉
あ
つ
子
、
上
野
ミ
ユ
キ
、
上
候

英
昭
、
白
川
康
一
、
中
島
京
子

11
G
H
Q
‥
草
刈
淳
子
、
田
中
幸
子
、

ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子
、
山
本
京
子
、

淘
江
七
海
子

1
2
各
国
史
‥
山
崎
雅
代
、
鈴
木
美
恵

子
、
白
川
康
一

13
地
方
史
‥
諸
家
香
代
子
、
佐
々
木

美
事
、
福
岡
章
子
、
山
崎
雅
代
、
佐

藤
サ
ツ
子
、
岡
部
登
美
子

14
個
人
史
‥
高
岡
ス
ミ
子
、
千
葉
典

子
、
三
根
哲
子
、
江
崎
フ
サ
子
、
田

中
睦
子

1
5
公
衆
衛
生
史
‥
福
本
恵
、
田
中

治
美

1
6
助
産
・
助
産
婦
の
歴
史
‥
川
中
洋

子
、
赤
松
彰
子
、
難
波
茂
美
、
高
橋

718191201222

み
や
子
、
岡
崎
寿
美
子
、
佐
山
光
子
、

安
部
京
子
、
豊
田
淑
恵
、
官
里
和
子

小
児
看
護
史
‥
江
崎
フ
サ
子

精
神
看
護
史
‥
木
村
秀
明
、
浦
野

シ
マ
、
焼
山
和
憲

瀬
看
護
史
‥
白
川
康
一

看
護
教
育
史
‥
山
田
重
子
、
大
蔵

多
恵
子
、
須
藤
知
子
、
山
田
こ
ず
え
、

森
　
英
俊
、
藤
村
龍
子
、
花
鳥
具
子
、

遠
藤
恵
美
子
、
田
中
睦
子
、
市
橋
恵

子
、
豊
田
淑
恵
、
松
野
睦
子

教
育
方
法
史
‥
横
山
嘉
子

看
護
士
の
歴
史
‥
木
村
秀
昭
、
吉

崎
弘
之
、
秋
山
　
智
、
坂
下
貞
子
、

上
候
美
昭
、
小
田
正
枝

322452

臨
床
看
護
史
‥
高
橋
由
美
子
、

山
光
子
、
小
田
正
枝
、
加
藤
光
宝

佐

看
護
と
医
療
‥
松
本
信
一
、
木
村

秀
昭社

会
と
看
護
‥
横
山
嘉
子
、
大
蔵

多
恵
子
、
祖
父
江
育
子
、
飯
島
美
代

子
、
森
　
益
美
　
（
順
不
同
）

（
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
末
日
現
在
）

○
前
号
の
訂
正
と
お
詫
び

6
頁
の
会
計
報
告
の
中
で
、
表
1
と

表
2
が
逆
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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の
良
否
は
別
と
し
て
、
こ
の
時
期
か
ら

男
性
看
護
人
は
軍
隊
な
ど
に
限
定
さ
れ

は
い
し
め
て
い
る
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
考

え
て
み
る
と
、
従
来
看
護
婦
と
近
代
的

看
護
婦
の
発
生
に
は
歴
史
的
に
明
確
な

区
別
が
あ
る
こ
と
が
分
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
は
一
人
従
来
看
護
婦
の
罪
で

は
な
く
、
日
本
の
近
代
化
の
過
程
で
生

じ
た
断
層
の
は
ざ
ま
に
彼
女
た
ち
が
置

か
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
て

の
日
本
看
護
史
の
叙
述
に
み
る
よ
う
な

差
別
的
扱
い
は
そ
の
歴
史
解
釈
自
体
の

′
問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
従
っ
て
、

現
今
の
看
護
問
題
等
と
は
、
ま
っ
た
く

異
質
な
も
の
と
い
え
ま
す
。

な
お
、
近
代
的
看
護
教
育
が
開
始
さ

れ
る
と
、
従
来
看
護
婦
の
中
か
ら
も
相

次
い
で
教
育
の
場
を
求
め
る
人
び
と
が

出
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
自
体
、
す

で
に
看
護
婦
と
い
う
職
業
の
も
つ
意
義

を
彼
女
た
ち
が
認
識
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
教
育
を
受
け
る
場
の
用
意

が
な
か
っ
た
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
を
証
明
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

近
代
的
看
護
婦
発
祥
百
年
の
記
念
す

べ
き
年
を
迎
え
て
、
当
時
の
看
護
婦
た

ち
の
意
識
と
、
看
護
学
の
性
格
を
い
ま

一
度
ふ
り
返
る
こ
と
は
、
次
の
百
年
を

展
望
す
る
た
め
に
も
実
に
意
義
深
い
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

写
真
展
開
催
の
た
め
の

御
寄
付
の
お
願
い

「
近
代
看
護
婦
発
祥
百
年
記
念
写
其

展
」
　
の
開
催
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
皆

様
か
ら
の
御
寄
付
を
募
り
ま
す
。
御
寄

付
は
、
直
接
本
会
の
郵
便
振
替
口
座
に

お
振
込
み
頂
く
か
、
ま
た
は
京
都
市
立

看
護
短
期
大
学
洲
脇
絢
子
　
（
会
計
）
　
へ

直
接
お
送
り
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
入
会
員
紹
介

0
上
岡
澄
子
　
m
千
葉
市
若
葉
2
丁
目

千
葉
県
立
短
大
看
護
科

○
高
橋
俊
子
　
4
3
3
浜
松
市
三
方
原
町

虚
T

三
四
五
三

聖
隷
学
園
浜
松
衛
生
短
大

○
渡
辺
純
枝
9

65
会
津
若
松
市
山
鹿
町

千
三
の
二
七

竹
田
看
護
専
門
学
校

○
米
地
恵
子
㈱
仙
台
市
支
倉
町
四
－

鑑
T

一
九

（
看
護
史
一
口
メ
モ
①
）

陸
軍
卿
大
山
巌
の
妻
（
旧
姓
山
川
）

は
、
わ
が
国
最
初
の
女
子
留
学
生
の
一

人
で
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
渡
米
に
際

し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
す
る
こ
と
を

禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
津
田
梅
子
は
洗
礼

を
受
け
て
い
る
。
最
近
、
合
衆
国
長
老

教
会
外
国
伝
道
協
会
の
記
録
の
中
で
、

山
川
捨
松
も
ま
た
一
八
八
三
年
六
月
十

二
日
に
同
教
会
の
宣
教
師
と
し
て
任
命

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

彼
女
は
、
そ
の
後
有
志
共
立
東
京
病

院
の
看
護
婦
の
た
め
に
教
育
の
途
を
開

い
た
が
、
そ
こ
で
同
数
会
所
属
の
ミ
ス
・

リ
ー
ド
が
か
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

も
、
彼
女
の
働
き
か
け
に
よ
る
か
も
し

れ
な
い
。

お

知

ら

せ

本
会
の
機
関
誌
で
あ
る
　
『
日
本
看
護

歴
史
学
会
誌
』
　
の
投
稿
規
程
と
編
集
規

程
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、

同
誌
創
刊
号
を
御
覧
下
さ
い
。

な
お
、
機
関
誌
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
m
岡
山
市
鹿
田
町
2
－
5
－
1
岡
山

大
学
医
療
技
術
短
大
高
田
節
子
氏
（
編

集
担
当
幹
事
）
へ
郵
便
で
お
餅
い
し
ま

す
。

●
看
護
の
専
門
…
盟
岬
真
裏

沖
中
重
雄
監
…
…
A
5
判
／
l
三
、
0
0
0
円

保
健
医
療
の
現
場
で
働
く
方
々
に
必

携
の
書
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
き
た

『
看
護
学
大
辞
典
』
　
の
全
面
改
訂
版
。

い
よ
い
よ
三
月
に
刊
行
′

今
回
の
改
訂
で
収
録
語
彙
は
三
万
語

に
。
も
ち
ろ
ん
　
〝
看
護
史
〟
　
に
関
す
る

語
嚢
も
さ
ら
に
充
実
。

生
き
て
い
る
言
葉
を
徹
底
収
載
し
た

本
書
を
是
非
あ
な
た
の
座
右
に
。

戦
後
沖
縄
の
医
撥
私
の
芝
だ
漂
ち

照
慶
喜
著
…
…
A
5
判
／
三
、
0
0
0
円

株
式
会
社
メ
デ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社

東
京
郁
r
代
目
区
九
段
北
三
「
日
．
嘉
川
号

〒
二
〇
二
　
℡
〇
三
三
六
三
）
L
六
六
六

－　4　－

一
九
八
八
年
度
会
費
納
入
の
お
願
い

郵
便
振
替
用
紙
を
同
封

い
た
し
ま
し
た
。
一
九
八

八
年
度
の
会
費
の
納
入
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
会
費
　
3
千
円

郵便振替口座
京都1－52185
日本看護歴史学会


